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　菊池梨まつりが菊池市民広場であり、たくさんの人
で賑わいました。今年で 11回目を迎えるこのまつり
は、菊池梨のPRと産地の活性化を目的として開催さ
れているもので、特設テントで菊池梨の販売や、先着
100 人へ梨のプレゼント、梨のつかみ取り大会、皮
むきコンテスト、重さ当てクイズなど、梨にちなんだ
多くのイベントがありました。
　来場者は思い思いのイベントに参加し、楽しい一日
を過ごしました。
　菊池梨は「新高（にいたか）」が 10 月中旬まで、
その後「新興（しんこう）」が 11月上旬まで出荷の
最盛期を迎え、いづれも菊池観光物産館やきくちのま
んまなどで販売されています。

特設のテントで取れたての菊池梨を買い求める来場者

第11回菊池梨まつり8/26（日）

　たしま友遊宛（谷口勇一事務長）で夏まつりがあり、親子
連れなどで賑わいました。開放された施設を目指し地域住民
との交流を深めることを目的に、平成 17年から開催されて
おり今年で３回目。
　同施設職員と地元ボランティアによるカレーライスやビー
ル、ジュース、ゲームなどの夜店があり、訪れた人たちを楽
しませました。この日は季節感を味わってもらおうと、入所
者の夕食会場をまつりの様子が見える場所に移したり、施設
内の一部が開放されたりしました。また、永翔太鼓も披露さ
れ、まつりに花を添えました。
　谷口事務長は「今は施設と地域の人との交流のみですが、
今後は地域の人と入所者との交流も進めていきたいです」と
話されました。

たしま友遊宛で夏まつり8/29（水）

親子連れなどで賑わう夜店

　菊池北中学校合唱部（北村榮一郎校長・大橋久美顧問・木下恵里部長）のメンバー 12人が、ひかり保育園（立山
正道園長）を訪れ、園児たちを前に自慢の“のど”を披露しました。
　コンクールの場だけでなく、実際に人前で歌い聞く人の喜ぶ顔を見ることで、歌うことのすばらしさを学んでもら
おうと、保護者の紹介で今回始めて実現しました。
生徒たちは、８月上旬からこの日のために練習し
てきた「星に願いを」、「カントリーロード」、「と
なりのトトロ」など８曲を熱唱し、園児たちを魅
了しました。
　お返しに園児たちが「南の島のハメハメハ大王」
と「おばけのうた」の２曲を全員で元気よく歌い
ました。
　園児たちは「声が大きくて上手でした。お兄さ
ん、お姉さんたちみたいに上手に歌えるようにな
りたいです」と話し、生徒たちは「今回の経験を
今後の活動に活かしていきたいです。また、数年
後に園児たちが中学生になり、合唱部に入ってく
れることを期待しています」と話してくれました。
　また、９月 23日（日）には、菊池北中学校吹
奏楽部と同合唱部合同によるミニコンサートが、
水源小学校体育館で行われました。

菊池北中学校合唱部がひかり保育園でミニコンサート8/28（火）

園児たちを前に自慢の“のど”を披露する
菊池北中学校合唱部のメンバー

　交通安全全国キャラバン隊が全国を７つの地域に分け、
交通安全を呼びかける巡回活動を行いました。内閣府が委
嘱した（社）全国交通安全母の会連合会が主催する活動で、
鹿児島県を８月 21日（火）に出発した九州隊は、宮崎県
を経て大分県に入り、８月 29日（水）に熊本県へ引き継
がれました。
　県境の菊池市原の兵戸公園であった引継式には、両県の
交通安全母の会の会員や県・市町村関係者など約 30人が
出席。大分県交通安全母の会の矢野目真弓会長が「無事に
引き継ぐことができてほっとしています。熊本県の皆さん
も暑さに注意して所期の目的を達成してください」とあい
さつし、熊本県交通安全母の会の山田弥生会長にキャラバ
ン旗を手渡しました。山田会長が「皆さんの運動を引き継
ぎ、母親として母の会の会員として交通安全を訴えていき
ます」と歓迎の言葉を述べ、菊池市交通安全母の会の会員
らが交通安全音頭に合わせて踊りを披露し歓迎しました。
　同隊は、合志市・嘉島町・美里町・和水町・南関町を経
由して８月 31日（金）に福岡県に引き継がれ、その後、
佐賀県・長崎県へと引き継がれました。

　「もっと知ろう !韓国」をキャッチフレーズに、韓国映画祭が菊池市文化会館でありました。市民有志からなる「き
くち韓国映画祭実行委員会（合志和洋委員長）」の主催で行われたものです。
　今回は、戦いに疲れた兵士たちが“心”と“笑顔”を取り戻していく様を描いた「トンマッコルへようこそ」、美

しいオランダを舞台に３人の男女の切なく純粋な
ラブストーリー「デイジー」、10万の敵にたった
１人で戦う男の壮大な劇作「墨攻（ぼっこう）」の
３本が上映されました。
　また、６月から市内でインターンシップ（職場
体験）留学生として研修中の韓国ウルチ大学観光
日本語通訳科の８人も、特別スタッフとして受付
やセレモニーのサポートを務め、太鼓の演奏も披
露しました。
　このほか、日本ではチマチョゴリとして知られ
る韓国の民族衣装・韓服（ハンボ）を着ての記念
写真撮影も昨年に引き続きあり、大好評でした。
　最終日の上映終了後には、ソウル２泊３日ペア
旅行券のほか計 44 人に豪華賞品が当たる抽選会
も行われました。

大分県の矢野目会長（右）からキャラバン旗を受け取る
熊本県の山田会長（左）

平成19年度（第29回）交通安全全国キャラバン隊が県境で引継式8/29（水）

第４回韓国映画祭inきくち9/1（土）・2（日）

映画祭スタッフとして入場者を迎える韓国ウルチ大学の学生たち（左側）

　阿蘇市立内牧小学校の「ほこすぎ相撲場」で、熊
本県子ども会相撲大会（熊本県子ども会連合会主催）
が開催されました。低学年の部（小学４年生以下）
に七城地区から流川子ども会チーム（原田拓郎くん、
原田篤郎くん、松本敦弥くん、松田祥太郎くん、野
中大輝くん、古閑健志郎くん、中島有葉くん）が参
加し、見事準優勝を果たしました。
　また、個人の部でも松本敦弥くんが準優勝し、松
田祥太郎くんが敢闘賞を受賞しました。

第33回熊本県子ども会相撲大会

9/2（日）
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